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  ＫＭＬメールニュース VOL.109 をお送り致します。 
  お忙しい事とは存じますが御一読いただきまして、先生方の 
  一助としていただければ幸いでございます。 
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 【１】スギ・ヒノキ花粉シーズン後のイネ科花粉 
 【２】ＫＭＬインフォメーション 3月～ 5月分のお知らせ 
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 １  スギ・ヒノキ花粉シーズン後のイネ科花粉 
┗ ┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
    近年、花粉症は増加の一途をたどり、本邦における1998年と 
   2008年の調査では、その有病率は10年間で 19.6% から 29.8% へ、ア 
   レルギー性鼻炎全体も 29.8% から 39.4% へと増加しています 1 ）。  
   特にスギ・ヒノキ花粉症は、マスコミ等で頻繁に取り上げられ、 
   広く知られています。 
   スギ・ヒノキ花粉症に次いで多いのは、カモガヤに代表されるイ 
   ネ科花粉による花粉症です。 
   スギ・ヒノキ花粉症ほど注目はされていないものの、実は症状が 
   強く、大量吸入が原因と思われるアナフィラキシーショックの症 
   例も報告されています 2 ）。  
   また、種類が多く共通抗原性があるため、あるイネ科花粉に感作 
   された場合、他のイネ科花粉にも反応することも多く、イネ科花 
   粉全体の飛散期間が長いことから曝露が長期に渡り、症状が長引 
   く原因となります。 
   1986年～2000年のイネ科花粉に対する 5年毎の感作率は、7.9%、 
   22.4% 、 23.3% 、イネ科花粉症の割合は、4.8%、 10.3% 、12.1％と、 
   それぞれ1990年頃から増加傾向がみられるとの報告があります 3 ）。  
   イネ科の草本植物は、北海道から沖縄までスギよりも広範囲に分 
   布しています。 
   河原や堤防、空き地など人の住環境に近い地域に生息し、飛散期 
   間が 4月から10月と長いことから曝露される機会も多く、患者さん 
   の QOL を著しく低下させます。 
   スギ・ヒノキの飛散時期を過ぎてもまだ症状が続く患者さんが来 
   院した場合、イネ科花粉症を疑い、特異的 IgE の測定をお勧めしま 
   す。 
   イネ科花粉による感作後に、イネ科花粉と共通抗原性を持つメロ 
   ンやスイカ、キウイなどを摂取した場合に、唇や口、喉などにイ 
   ガイガ感やかゆみ・腫れなど口腔アレルギー症状（ OAS ）を引き 
   起こすことがしばしばあります 4 ）。  
   これはPFAS（Pollen-food allergy syndrome：花粉 -食物アレル 
   ギー症候群）と呼ばれています。 
   まずは原因である花粉アレルゲンを特定し、それを回避すること 
   が治療の第一歩になります。 
   問診により、鼻症状の出る時期や、関連する果物や野菜類による 
   OAS が認められるなど、特定の花粉によるPFASが疑われた場合、 
   例えばオオアワガエリやカモガヤにあわせて、メロン、スイカ、 
   キウイの特異的 IgE 項目を一緒に測定してみるのも効率的かもし 
   れません。 
 



   【花粉症、アレルギー性鼻炎・結膜炎にお勧めのセット】 
   CAP16  鼻炎・喘息  （項目コード2440 ） 
   ┌────────────┬─────────┐ 
   │   季節性抗原    │  通年性抗原  │ 
   │  （花粉飛散時期）  │         │ 
   ├────────────┼─────────┤ 
   │スギ    （ 2-4 月） │ハウスダスト１  │ 
   │ヒノキ   （ 3-5 月） │ヤケヒョウヒダニ │ 
   │ハンノキ  （ 1-5 月） │ネコ皮屑     │ 
   │カモガヤ  （ 5-8 月） │イヌ皮屑     │ 
   │ブタクサ  （8-10月） │カンジダ     │ 
   │ヨモギ   （8-10月） │アスペルギルス  │ 
   │ガ     （初夏・秋）│アルテルナリア  │ 
   │ユスリカ  （初夏・秋）│ゴキブリ     │ 
   └────────────┴─────────┘ 
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 ２  ＫＭＬインフォメーション 3月～ 5月分のお知らせ 
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   前回メールニュースを配信しました後から現在までに発行されま 
   した「ＫＭＬインフォメーション」についてお知らせ致します。 
    
   各インフォメーションにつきましては、医院様へ随時お届けして 
   おりますが、ご確認などに活用していただければ幸いです。 
    
   2023年 3月10日 アミノインデックス報告書変更のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0310.pdf  
    
   2023年 3月20日 検査内容変更のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0320.pdf  
    
   2023年 5月 1日 検査内容変更のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0501.pdf  
    
   2023年 5月 6日 検査内容変更のお知らせ（質量分析法） 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0506.pdf  
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  │＼／│最後までお読みいただきまして有り難う御座いました。 
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